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     Measurement of learning effect has direct and indirect evaluation.  In 
our past researches, we adopted the indirect evaluation method and analyzed 
the learning effect by students’ self-evaluation through questionnaires and 
interviews.  The purpose of this study is to analyze the learning effect by 
“Progress Report On Generic skills” (PROG) as direct evaluation method 
which is an objective method to evaluate generic skills, and the correlation 
between the students’ activities on campus and PROG scores.  PROG consists 
of tests on literacy and competency, each of these tests includes multiple ability 
elements.  In June 2017, 64 juniors took the PROG and answered 15 
questionnaires.  Analysis of the results showed students who experienced 
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表 1 PROGで定めるリテラシーテスト 


























表 2 PROGで定めるコンピテンシーテスト 























































































2017 年 6 月 29 日に、昭和女子大学グローバルビジネス学部ビジネスデザイン学科所属







表 3 PROGに追加した独自アンケート設問 
































表 4 当学におけるコンピテンシー、リテラシーの結果（2017年 6月 29日実施）（n=64） 
項目 平均点 標準偏差 中央値 
コンピテンシー総合 3.55 1.54 3 
 対人基礎力 3.92 1.57 4 
対自己基礎力 3.79 1.69 4 
対課題基礎力 3.30 1.50 3 
リテラシー総合 5.50 1.09 6 
















※比較対象は、関東エリアの偏差値 45～60の社会科学系学部に所属する大学 3年生の各属性を抽出した平均 
（出所）比較対象である各平均値は（株）リアセックより提供 























ピアマンの順位相関分析）を行う。相関係数が 0.3以上または - 0.3以下で有意なものは、
なかった。コンピテンシー総合得点と各独自設問との相関分析を同様の方法で行うと、表 6






p=0.004）」「計画の立て方の習得（相関係数 0.379, p=0.007）」となっている。表 6には掲
載していないが、GPAとの相関を分析するとリテラシー総合得点（相関係数 0.158, 





係数 0.350, p=0.013）」は、「対自己基礎力」との相関が高い結果となった。 
 
表 5 PBLまたはリーダー経験の有無によるコンピテンシー総合得点差異の検定結果 





30.64(n=42) 31.79(n=19) 0.812 
公募プロジェクト参加経験 33.11(n=18) 30.12(n=43) 0.540 
学内の活動でリーダー経験 38.05(n=31) 23.72(n=30) 0.001*** 
【複合条件】プロジェクト参画経験 31.06(n=48) 30.77(n=13) 0.957 
所属ゼミプロジェクト参画経験 リテラシー
総合得点 
30.87(n=42) 31.29(n=19) 0.929 
公募プロジェクト参加経験 30.58(n=18) 31.17(n=43) 0.902 
学内の活動でリーダー経験 32.53(n=31) 29.42(n=30) 0.477 
【複合条件】プロジェクト参画経験 31.45(n=48) 29.35(n=13) 0.694 
***は 0.1%水準で有意を示す。 
 
表 6 コンピテンシー総合と独自設問の相関関係 
設問の種類 設問内容 n 相関関係 
プロジェクト経
験者の自己評価 
社会人と接する機会 50 0.322* 
社会人の考え方の習得 50 0.239 
プレゼンテーション資料の作り方の習得 50 0.304* 
プレゼンテーションのやり方の習得 50 0.398** 
計画の立て方の習得 50 0.379** 
計画的にものごとを進める方法の習得 50 0.278 
プロジェクトグループ内での情報共有の方法の習得 50 0.246 
報告・連絡・相談の習慣 50 0.232 
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